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租
税
の
限
度
に
就
き
で
(
二
、完

)

組

税

の
、限

度

、

第
+
一巻
.
み
第
二
號

二
八
)

一
七
入

就

き

て

〔二
、完
)

淋

戸
.

正
.

雄
.

第
二
段

租
税
限
度
に
闘
関す
る
抽
象
的
の
標
準

ラ

.

一
}
般
的
標
準
-

前
段
所
説
に
依
り
て
私
は
實
際
…に
標
ぢ

べ
き
の
歎
学
的
標
準
ぜ
し
て
は
、
國
際
比
率
を
推
す

(

ロタ

　

も

の
で
あ

る
が

、
A
斯

か
る
数
字
的
標
準

も
其
歎
字

の
儘

に
て
は
誤
謬

に
陥

り
易

く
、
階

っ
て
此

に
別

に
抽
象
的

く
　

標
準
を
附
説
す
る
必
要
あ
6

、
垂

剛
葱
.
;
・す
姦

毛

書

ρ
倦
麦

田
斯
か
轟

警

し
て
は
職

は

繋

る
穿

得

れ
錘

い
罫

書

四
.、懐

撰

ス
箸

盆
・
・
だ
・
を
似
て
限
書

す
べ
し
ε
窺

も
あ

れ
こ

も
(統
一
菖

、
此
等

は
探

る
こ
ε
を
得

戯
。
出
來

る
だ
け
低
き
が
良

し
ご

い
ふ
て
も
、
必
、要
あ

る
以

上
は

致
方

も
?

、又
写
き
政
治
が
行
は
る
・
な
ら
霧

が
学

し
も
低
き
炭

俵

(違

占。
罪

し
必
要
が
め
達

て
も
・

際
限
も
な
く
取
っ
て
は
国
家
の
存
立
を
危
う
く
す
る
こ
ε

、
も
な
り
西
叉
必
要
海
盆
な
お
勤
務
の
範
圃
を
定
む
る

ラ

こ
ξ
も
か
難

い
(註
一
.圭

。
勢
ひ
ろ
最
貴
行
し
得

べ
き
標
準
ε
し
て
は
薬
圃
の
経
済
上

の
獲
蓮
を
阻
碍
せ
ざ
る
程
度

く

う置

花
る
こ
ぜ
、
帥
ぢ
其
國
の
経
済
界
が
監
該
視

の
下
札
漸
次
衰
頽
せ
ざ
る
の
み
な
略
す
、
む
し
乃
多
少
こ
も
獲
展
も

得
る
鯨
地
あ
畜
の
程
度
粍
る
こ
ご
を
薦

め
な
け
れ
ば
な
ら

の
.(湛
一
ろ
。
此

に
よ
ち
て
国
家
の
存
立
が
維
持
せ
ぢ
れ

.

、.
.

ノ

、
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而
も
多
少
は
獲
蓬
も
出
來

る
こ
ご
に
な
み
ひ
正
常

の
租
税
ε
し
て
は
之
を
標
準

ε
す
る
の
外
腹
い
。
勿
論
非
常
時

に
は
之
な
破

る
も
已
む
を
得

鼠
。
.
.
.
.
.
.

.

ゆ

　

し

盆

画

〆

例
之
干

-・
・
凡
べ
て
の
財
政
計
毒

養

馨

あ

に
少
く
支
卑

ろ
こ
毛

あ
そ

、
凡
ベ
ズ
の
馨

聲

の
も
程

其
甑
暴

測

.

て
最
小
な
ろ
あ
の
¶
、
あ
ろ
ε
い
ふ
て
居

る
。

.

.

・

-
.

(註

一
五
)

例
之
ブ
イ

ス
チ
ン
グ
に
画
家
の
繰
税
槽
の
蛮
行
は
必
要
ピ
い
ふ
標
準

に
て
制
限
ゼ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

担
ε
い
ひ
n
.(
ツ
渉
ル
も
租
税

ば
唯

π
圃
費
の
充
足
の
爲
宮
に
必
要
な
る
だ
け
に
て
の
み
徴
牧
ぜ
ら
ろ
べ
し
ミ
い
ひ
、
更
ら

に
肘
リ
.ユ
ー
に
依
れ
ば
、
或
學
者
は
租
税
の
爲
め
F

奨

限
・、果

眼
.、が
あ
り
ざ
慧

て
摺
る
。
,
し
て
業

種

は
峡
(
べ
。
皇

ご
る
翁

務
。
行
ふ
に
必
要

扁

で
あ
。
。
、
講

限
長
.

有

ふ
爲
葭

國
察

笑

晋

私
記

　

も
一
鑑

穿

。
所
の
蕪

馨

饗

の
禽

に
必
要
な
。
頚

、わ
、
,
い
ふ
の
で
あ
る
。
.

(註

=
ハ
ワ

プ
ァ
イ
フ
ァ
ー
に
曰
く

、
通
例
租
税
の
高

さ
ド
つ
昔
苦
情
が
生
じ
た
の
で
な
べ
て
、
む
し
ろ
其
不
買
庵

る
使
用
叉

に
其
目
的
に
適
に
ざ
.

め

ロ

る
徴
攻
に
つ
い
て
生

じ
れ
㍉
。

(註

一
.七
M

ボ
リ

ュ
i
11
口
む
。
之
が
鷹
用

に
つ
じ
て
精
密
な
敏
く
刃
.何
が
峡
く
べ
か
ら
ざ
る
公
共
勤
務

か
な

い
ふ

こ
ミ
が
六

つ
か
丸
く
、
有
益
な

ム

霧

に
つ
宅

も
里
.
の
爵

が
雪

罰
.

一
.
.

.

、
.

,

、
.
.
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垂

一
八

)

ム
ル

ハ
ル
ト
は
日
ζ
.、
國

の
内
部
の
力
及
強
さ
が
堪

ゆ
ろ
よ
り
も
多
く
国
民
拙
緊
張
冠
し
め
な
い
こ
ご
舟
要
す
る
。
一

租
税
義
務
者

の
.一
般
所
得
々
公
共
舞

裏

曲
の
爲
め
最

畢

所

の
激
僅

凡
べ
て
の
豫
見
{

れ

ざ
る
出
来
事
に
係
る
所

の
不
安
な
ろ
状
讐

あ

っ
て
、

彼
は
常
に
危
険
に
動
揺

す
る
。
i

面
し
℃
画
家
即

ち
政
府
が
国
民
の
衰
頽
な
し

に
可
能
な
ろ
だ
げ
多
く
団
民
の
富
`
り
取
零
な
げ
れ
ば

な
ら

ね

叉
取
る
一
、
暮

得
ろ
・〕
い
ふ
非
常
に
大
な
原
則
に
達
す
る
こ
三

つ
き
謎
明
々
要
し
な

い
ミ
駅
一

之

ピ
多
少
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ッ
は
租
税
海

霧

糞

喬

歪

瑠

贔

箏

柱

み
矢

直

制
限
亀

つ
ε
福

・
.

r
.
.

・

コラ

.

二
特
殊
的
標
準
千

古
の

一
般
的
標
準
を
更
ら
に
細

く
別
け
て
見
る
ε
、
.・∵

(

、

論

説

.

租
船
脚の
限
度

に
親

告

て

(
二
、完

∀
.

、

第

十

一
巻

}
.
.
(篤
U二
[號

二
九

)

一
七
九

9

一

........

、
.
.
.
.
.

「
.
-
-

F
.

い
-
.
.
㌔
.
.
.
.
.

炉

藍

」
.
、
.
.
旧
.'
」
.

`
.
.
.
.

一
.
.
㌧
.
.
.
-
一
:
.
.

一
.
.
.

'
.
.
.
.

23)
24)

撃6)

Murhard,a.a.0.S.τog.Pfeifer,Staat臼elnnahmen.II.S,9.-.

159.Ler。y-Fuisting,.Grundz軸gederSteuerle』re.S.,5.HeGke],a.・a.O・S.

Pl[26.25)1〕fei〔fer,a.a.0,S.9..]3ea1ユlieu,],C.
エOS,112,124:Leroy-Beaulieu,1.c.P・127・27)Murhard,a・a・0・S・107・

1
1
.

■

.一.一. u.一一一.



、

'

. "

r

り
.

(

」

■

.

躍

ド

、

ノ

・
'

r
.

論

「説

租
税
「の
限
度

に
前

壷
て

(二

、完
)
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第

十

一
巻
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(第

二
號

三

〇
)

一
八
O

ラ
　

A
第
・一
に
は
財
産
元
本
を
侵
蝕
し
な

い
程
度
た
る
を
要
す
る
。
財
産
元
本
が
正
常
税
に
て
ド
シ
ー

減
少
し
行

(
く
や
う
で
は
、
、其
国
民
縄
濟
が
衰
退
し
國
の
存
在
を
も
危
う
く
す

る
に
至
る
恐
が
あ
る
(註
冗

)。
其
故
に
此
事
は

↓
慮
は
嚴
穿

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
函
。
尤
も
此
は
各
箇

の
人
民
の
威
で
い
ふ
の
で
は
な
く
て
、
國
民
経
済
の
全
膿

「上

い
ふ
こ
ε
で
あ
る
P
成
箇
人
が
怠
.慢
不
注
意
等
の
爲
め
に
、
低

い
視
を
も
所
得
よ
b
.出
す
能
は
す
し
て
財
産
を

ノ

ド

費
彿

っ
て
納
む
る
ε
も
、
此

の
如
き
こ
亡
の
全
禮
上
に
起
ら
ざ
る
以
上
は
差
支
な

い
(駐
二
〇
》。
特
に
或
人
が
視
を

彿
ふ
薦
め
に
財
産

を
費
梯

っ
て
も
.
他
の
何
人
か
穿
其
所
得
よ
り
買
.取

っ
て
、
随
て
視
が
全
騰
上
は
矢
張
わ
何
人

か
の
所
得
よ
妾

彿
は
る
≧

重

な
㌧

而
か
も
其
財
産
が
前
の
人
の
手
に
在
り
た
る
場
合
よ
り
も

雇

有
利

ロ

..に

利

用

さ

る

、

こ

ご

、
も

起

り

得

る

。

又

夫

の

侵

蝕

は

税

の

名

義

に

閲

し

な

い
。

資

本

叉

は

財

産

税

に

て

為

所

得

に

て

優

に
出

さ

れ

、

所

得

税

が

場

合

に

よ

り

財

産

元

本

侵

蝕

ε

な

み

二

ざ

も

あ

b

得

る

(
註
一
=

)。.

(駐

一
九

)

此
鮎

は
諸
學
者

一
致
す
。
例
之
ウ

ン
プ

エ
ン
バ
ッ
ハ
に
課
税
に
給
付
能
力
た
租
税
目
的
の
爲
め
正
富
に
捕
捉
す

る
爲
め
に
11
、
正
常

の

方
法

に
て
は
所
得
に
依

庖
こ

ミ
心
得
ろ
も
、
根
幹
財
産
に
依
ろ
こ
ぐ」
は
出
来
な

い
。
根
幹
財
産

に
依

る
課
税

11
必
然
腫
公
正
叉
11
纒
濟
主
義
為
全

　

く
塑

現
し
な
け
れ
ば
な
ら

ね
。
随
ふ
て
此
が
唯
だ
異
常
な
%
事
情
に
於
て
の
み
丹
は
れ
得

を

い
ひ
、
』
i

ン
も
所
得
が
課
税
の
正
常
の
源
を
成

ノ

窯
。
.
.
財
産
ほ
規
則
正
し
く
繰
返
す
場
合

の
爲
め
で
な
く
て
、
,輩
に
非
常
な
ろ
場
合

に
要
求

F
取
ら

る
＼
な
得

る
ミ

い
ひ
、
ロ
ソ
シ
7
i
ば
餓
叫
高

い
一祝
即
ち
繍
一所
滑俗
、
も

つ
ε
鋭
く

い

へ
ば
其
他

の

一
様
に
必
正
角
な
る
生
活
胞而
要
の
充
足
の
後

に
術
存
す
ろ
所
の
所
得
都
葎
超

え
た
る
税
ば
'、
縫
纏

の
可
能
が
な
い
。
何
ミ
な
れ
ば
此
が
其
固
有
の
基
礎

な
艘
.壊

す
る
か
ら
コ
i

併
し
最
健
全
な
る
画
家
に
て
も
が
外
画
よ
り

の
勉
阪

に
£
り
て
税

が
純
国
民
所
得
で
に
不
+
分

ε
な
り
、
む
し
ろ
財
産

の
根
幹
に
侵
入
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
ゐ
麗

に
進

み
得

る
ε

い
ひ
、
バ
λ
テ
ー
ブ
ル
』
紅
會
の
自

..由
所
得
叢

り
儘
し
・
共
集
積
し
六
ろ
冨

額
議

奮

が
如
き
碧

税
ル
・
国
民
的
危
機
の
外
何
も
の
森

辯
護
も
潔

蕊

ひ
・
プ
ァ
ィ
フ

r

、
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下

・
曾

畏

其

後

羨

如
く
蜜

・
れ
て
収
な
ら
?

い
・
・
ア
ダ
・
ス
兇

、・ぐ

・
曾

所
得
・
蒔

・
響

疑

へ
癒

所
得
添

・
奇

聖

.
り
袿

姿

け
佳

　

ぬ
豪

・主

〃
・
も
私
讐

の
所
得
窪

・
塾

選

管

・
源
・と

・
呈

鶴

旨

讐

舞

得
・

謡

編

㎞
α
"
胎
s

み
が
問
題
ご
な
み
ご
ぜ
ひ
、
(
ッ
ケ
ル
も
正
常
の
税
源
ε
し
て
は
唯
国
民
所
得
の
み
が
考
察
起
來
ろ
ご
寫
し
、
ワ
グ
ナ
ー
も
正
常
の
国
民
讐

的

鯉
鮎

紐

鑑

愚

民
所
得
篤

し
、
・
ン
・フ
小

・
崔

最

所
愛

ば
媛

響

最

ら
。
べ
・
で
。
る
掃

・、・
れ
髭

蕪

b
。
れ
疑

本
撰

評

㌔

錬

ノ
つ

コ

隷
灘
　讐
織
難
　一鱗
糊総

纏

罷

る
の
受

蟹

利
子
税
が
粗
忽
者
を
資
本
の
要
求
に
誘
.
奄

此
一

も
国
民
財
啓

私
財
奮

の
耀

さ
れ

燃

職

(註
=

じ

エ
ー

ベ
ル
℃
ー-
曰
く
、
賢
際

盤
り
高

か
ら
ざ
ろ
租
税
が
、
假
全
財
産
叉
ば
資
本

に
封
ず

る
比
例
に
て
賦
課
尋
ら
れ
(
臆

っ
て
名
義
上
財

奮

野

島

.

騒
購
鱗
騨
鐸
賑
擁
慧
慧
選
局驚
　欝

轄
繍
戯
蕩
贋
郵
縫
線
a纏
薄
麓
い縮
縫
解
鷺
齢論
繍
難
.

ン

ラ

ラ

本

を
侵
蝕
せ
鳶

爵

富
を
減
退
せ
し
草

し
て
」
む
し
与
之
が
増
加
を
生
じ
、
優
に
國
民
所
得
に
よ
り
て
粗
製

船

装

r
論

説

租

税

の
限
度

に
就

曾
て

〔二

・完

}
.

.

第

十

一
巻

、(第

二
號

三
.
ご

.

一
八

「
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㌔
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¶

r

ド
.
、論

、説

、麗

の
屡

続

ミ

三

、完

}

、
.
.

第
+

雇

雪

焼
.

三
二
)
、

天

二

、

.

、捲

は
.
る
.
、

ご
・ε

、
な

b

得

む

つ
.
故

に

又

此

補

充

力

の

涵

養

ξ

い

ぶ
.
こ

と

が

大

切

な

る

事

業

に

な

る
。

此

に

つ

い

て

.

は

.㌧

.
:

〆
.
.
.
.
.(
.-

.̀

.

.　

.

.

.

・

-
.
.

　

ロ

うい
、}
方

に
は
政
府
が
相
槍
ε
し
て
得
拠

る
吸
入
の
使
清
の
方
法
に
就
き
て
有
益

に
使
ひ
、
即
ち
直
接
生
産
的

ぐ

ヒ
　

か
叉
は
間
接
生
産
的

か
何

れ
に
し
て
も
有
蓋

に
使

っ
て
其

の
矯
め
人
民
の
経
済
活
動

が

】
層
便
利

に
な

る
・
.経
済
.

以
外
の
方
面

に
も
利
益
を
蛋
す
る
こ
ξ
、
も
な
る
が
、
経
済
上
に
も
相
當
の
直
接
間
接
の
効
果
が
現
は
れ
て
、
租

・

税
竈
よ
り
て
失
ぶ
π
以
上
の
或

も
の
を
他
方
敷
果
の
上
に
現
は
ザ

ざ
い
ふ
こ
ξ
が
出
來
る
。
所
謂
租
税
の
再
生
産

.
的
作
用
が
行
は
る
、
、(註
二
二
)。
然
る
こ
ぎ
は
武
の
租
税
を
出
す

に
つ
い
て
財
産
元
本
侵
蝕
に
至
ら
な
か

っ
た
場
合

r

し

ば
勿
論
結
構

で
め
る
擬

假
令
之
を
侵
蝕

し
て
も
間
み
な
ぐ
何
時
か
は
之
を
取
返
し
て
始
り
を
主
事

る
こ
.ε
に
も

怒

。
数
量

視
を
課
す
・
国
管

し
て
は
此
黙
に
3

最
尤
の
藩

を
茨

・
ミ

な
ら
な
け
れ
ば
な
島

。

此
が
嘗
局
者

の
義
務
で
あ
る
ゆ
.尤
も
現
在

に
於
て
財
産
元
本
を
侵
蝕

せ
.ざ
る
を
得
ざ
る
程

の
重
い
稔
の
下
に
、
貫

き
行
政

に
ぽ
り
て
之
を
取
返
す

ご
い
ふ
こ
`
は
實
際
随
分
困
難
の
事
で
あ
る
か
ら
、
其
れ
.程

に
取

る
こ
ご
は
特
に

慎
重
に
七
な
《
て
轄
な
ら

仰
(註
二
三
〕。

、

、(註
≡

)

鋤
租
税
の
皇

高

作
畢

説
く
畢
漂

少
く
な
い
・
就
史

穿

・
鍾

(装

着
で
あ
ろ
・
早

・
税
最

純
に
國
害

愚

な
い

.

併
し
行
政

の
郷
済
胸
像
僻
心
惟
ろ
目
的
な
有
つ
。
故

に
税
ば
此
行
政
給
付
の
便
値
'に
封
ず

ろ
補
償
で
あ
る
9
従
政
に
依

っ
て
税
が
夏
ら
に
其
固
有

の
婆

ろ
覆

塞

す
み
。
然
ろ
・、・
、繕

局
蓋

註

輩

単
蔑

に
存
穿

・
所
得
鋳

す
・
蕎

食

毒

重

喜

紫

落

、
均
む

ド

「



戸

q

,

㌧

.

"馳

、
旧

'

・

く
本
質
的
に
未
来
の
所
得

に
封
ず
る
割
A
旦
即
ち
其
使
用
の
生
産
力
に
.£
噂
て
定

め
ら
れ

ゐ

、。
随
ふ
べ
税
の
高

さ
嘘
其
使
用
の
生
産
ヵ

ε
が
常

・ト
交

互
影
響
に
あ
る
。
吾
人
に
故

に
い
ふ
、
行
政

の
生
産
力
が
租
税
嵩

さ
の
第

二
の
元
粛
で
あ
ろ
、、。
些

」
於
《
か
撃

頗

高
き
.
避

が
拙
來
乃

而
か
臥
具
が
低
き
税
痴
り
も

「
暦
大
な

ひ
縄
濟
慣
値
な
有

し
得

る
ご
。

ペ
ツ
ケ
ル
も
亦
同
様
の
;
ピ
な
観
ぐ
。
曰
く
、
租
税
々
以
て
生
ぜ
哨
れ
た
.

る
給
付
及
設
立
ぜ
ら
れ
叉
㏄
馨

ぜ
ら
樗
た
る
設
倫
は
國
昆
的
金
事
業
及
其
生
産
力
々
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
間
接
に
各
箇
の
概
貌
者

星

存
剣
舞

進
碧

乳

ば
な
ら
n
。
破
程

量

産
曹

生
産
量

無

生
警

姦

展
モ

碧

。
此
改
善

査

租
馨

相
隅

再
生

産
に

つ
き
語
ろ
こ
電
な
得

る
。
拙
再
生
産
濫
愈

中
高
き
度

に
て
活
氣
的

に
働

σ
ば
働
く
ほ
こ
愈

々
多
く
租
税
が
擬
張
ざ
る
、
々
得

る
で
あ
ら
う
。」

レ

其
れ
か
ら
欝

の
限
界
箕

相
野
的
再
生
窪

穿

乃
。
、相
貌
基
本
の
利
肘
の
程
嚢

方
替

盤
荊
生
産
の
度
に
よ
り
て
條
件
繕

れ
ろ
。

姫
の
如
く
量

籌

刺
竃

生
準

ろ
.ミ

・か
愈
・
ぞ

讐

ら
・
れ
蓬

忌

ε
葭

ざ
、
愈
臨

く
課
税
の
緊
票

生
じ
得
る
。
併
し
此
餓

剰
虚
課
税
建
の
間
の
不
均
衡
が
生
ず
乃
ご
き
に
租
税
給
付
能
力

の
限
界
が
達
ぜ
ら

る
㌔
`
。
其
他
同
趣
旨

触
読
ぺ
も
の
拭
例
之

ワ
グ
ナ
ー
ρ
如
し
.

日
夕
歪

壷
釣
目
.的
の
公
債
費
の
爲
め
仁
纒
常
費
の
三
割
乃
至
四
割
以
上
を
為
使
用
工
中

固
有
の
生
産
鮒
國
宗
行
爲
が
同
時
に
多
少
唯
飲
乏
々

見

ろ
湯
谷

に
11
粗
漉
の
画
家
給
付

に
於

σ
む
再
生
.産
力
な
峡
き

、
此

の
如
き
目
的
の
爲

め
に
斯

か
る
範
園
.の
課
税
ば
国

民
資
本
の
課
暁
ミ
灯

る
べ

.き
恐
が
あ
ろ
ご
。

バ
メ
テ
ー
プ
ル

も
亦
誼

誓

書

の
放
資
形
式
で
あ
、窪

い
ふ
考
に
、
若

画

防
司
法
汲
其
他
画

家
の
必
要

な

機

携

爲

か
に
要
ぜ
ら
紅
た
ろ
租
税
が
最
頁
の
方
法

に
て
放
下
ぜ
ら
れ
、
長

齢
報
酬
存
生
で
ミ
い
ふ
こ
ε
が

い
ぱ
ゐ
、
な
ら
ば
、
實
艦

上
正
嘗
で
あ

る
こ
い

ひ
、
尭

ハ
.ル
・
も
賢
嬰

ゐ
鶉

が
驚

の
凡
ベ
ズ
の
分
科
に
言

笑

必
要
及
響

な
ろ
維
持
の
薦
め
醤

要
な
ろ
毒

も
多
く
が
相
撃

コ

の

セ

.

し
妻

衣
蔑

れ
な
い
ミ

π
.
姦

府
が
署

務

光
輝
婁

乏

屡

の
幅
弾

、
撰

的
の
計
量
で
な
一
て
国
民
の
鞠
響

2

儲

な
.

ろ
方

々
目

的

ε
す

る
達
書

ば

,
僻

耳

炉
で
あ

ら

う

ε

い
ひ

、
彼

ド
依

れ

ば

ガ

三
リ
i
転

國

象
棚
方

11
典
麗
変

が
大

な
れ

げ
愈

々
有

力

な

る

こ
津」
.為

.

」

・

■

勤

人
ば
信

じ
な
い
。
.彼
の
力
ぱ
常

に
相
槍
義
務
者

に
縄
飛
、支
出
後

ド
止
ま

る
所

の
富
財
の
度
.に
エ
り
て
鎌
件
.ぜ
ら
ろ
嫌

い
ふ
て
居
る
.。

㈹

同
轡

・
で
に
あ
る
が
.
誼

讐

な

る
物
財
が
私
汰
孝

に
あ
き

ミ

國
家

に
腎

た

み
ミ
重

の
数
果

の
比
撃

卯
諾

す

乃
が
あ

る
。
例

之

ロ
ツ
y
.ア
」

ば
私
人
財

産
り
税
よ
り
生
ず

る
綿
…幹
財
産
損
失
に
"
一画
民
財
産

ホ
触
り
て
惑

ら
鴇
は

一
「人
の
手
活
71
他
人
の
手

へ
の
盟
・謀
る
移

鰯

ミ
な
岡
得

乃
。
其

の
国
民
縄
濟
上

の
利
懲
〃に
前

の
利
用
翫万
法
試
徹
の
別
個
方
法
ミ
の
關
係
に
係
る
ε
い
ひ

、
.ぎ
ソ
チ
も
人
は
程
程
が

}
の
{放
資

論
、
臨

租
税
の
限
度
に
概
要
て

(
一、一
、
.
兜
)

、
.

第
十

『
巻

(第
二
號

三
三
∀

一
.八
三

♂

「

.

.

.

.
1
.
.
.
.
.
i
I
I
-
」

陰

「
.
.
.
.

一
.
.
.
.
.

爵

ー
-
1
…
1
.
.
1
.
.
1
.
.
I
I
.
.
1
.
.
.
.

卜
I
-
.
.
1
.
」
.

」
.
.
.
.
1
.
.

』
.
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」
.

で
「

「
.

.

・
.鴨

、

1

」
.

ゆ

'
.

論
.
臨

租
税
の
限
度
.に
就
き
て
(
二
、完
∀
.
.

・第

十

}
魯

(第
二
撹

三
四
)

}
八
四

、

で
.而
か
も
麗
が

放
資
の
最

長
毒
も
の
定
な
ゆ
得

る
ミ

い
ふ
が
、
r

如
何
に
も
屡

々
国
家
が
人
民
`
り
取

る
所
の
富
だ
甚
だ
有
益
に
使
用

す
る
。
.

往

・
に
し
て
彼

は
軍
な

る
箇
人
よ
り
も

一
局
耳
く
之
を
矩
用
ゴ

る
・
併
し
彼

が
常

に
斯

の
如
し

こ
に

い
ふ
な
得
な
い
こ

ぜ
ひ
・
プ
ア
イ

弘
ア
ー
ば

画
家

の
有
つ
所

の
各

の
牧

人
に
何
れ
二
ゆ
生
す

る
ε
も
此
が
不
生
産
的
目
的
に
使
用
瀞

ゐ
」
ミ
き
ば
、
且
薗
皿の
富
農
な
少
く

ご
も
其
れ
丈
け
減

少

す
る
。
併
し
国

家
が
彼

に
流
入
す

ろ
貨
幣

に
て
唯
だ
街
路
蓮
河
海
築
音
畢
皎
々
建
て
其
他
此
種

の
實
際
価
値
を
生
す

ろ
制
度
炬
初
め
た
こ
善
に
・

.

■

国
家
に
此
目
的
の
鴛
め
に
彿
に
れ
た
み
税

ド
エ
り
て
實
隙

「
属
…貧
乏

に
に
な
ち
な

い
で
あ
ら
う
。
箇
人
よ
り
取
り
去
ら
れ
た

る
貨
幣
が
国
庫
に
よ

.

り
て
建
築
業
者
労
働
者
手
工
業
者
學
校
教
師
等

F
入

る
で
あ
ら
づ
。
其
年
の
終
刀
に
前

ξ
同
文
け

の
資
本
が
園
内

に
在

る
。
各
人
は
圃
よ
り
其
税

　

ロ
　

ロ
　

為
佛

ふ
爲

め
に

一1
恐
ら

く

に
多

く

の
享
楽

な
止

め
な
げ

れ

ば
な

ら

ぬ
で

あ
ら

う
っ

或
者

に

恐
ら

く

11
衣
服

な
少
く

買

ふ

ご
ピ

に
な
り

弛

の
者

11

酒ロ

も

の
惰
農
心
筋
て
ろ
で
あ
ら
う
。
斯

く
て
彼
等
が
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
此
等

の
物
の
代
り

に
、
其
小
僕
を
逸

る
為
得
べ
き
學
校

、
彼
等

サ
に
多
駁
の
財
為

一
層
廉
価

F
入
手

忙
し
む
べ
春
良
き
蓮
路
運
河
な
有

つ
こ
せ

、
な

ろ
。
、此
に
租
税
が
多
少
合
理
的
に
課

ぜ
ら

る
㌧
ご
き
に

・
全
艦

.

が
利
得
t
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
⊥

多
少
不
必
要
な

ろ
草
薬

の
代
り
に
-
全
艦
が
畏
き
教
育
擬
闘

及
運
送
方
便

に
よ
り

て
永
久
的
利
得
々
憂
く
る

I
l
他
方
ド
は
併
し
租
税
の
翁
吟
に
狽
害
毒
生

じ
得
る
。
生
産
的
に
放
下
マ
ベ
昔
者
よ
り
貨
幣
海
取

っ
て
、
他
の
偵
値
為
生
す

お
こ
ミ
な
く
し
て

サ

常
費

て
る
者

ド
興

ふ
う

ぎ

、
な
ろ
時

に
其
で
あ

ろ
。
一

租
税
の
屡
迫
に
此
等
の
場
合
ド
於
て
微
牧
ゼ
ら
る
㌔
額

に
關
し
な

い
で
・
む
玄

唯

鋤

.

某
月
的
に
反
し
た
る
使
用
に
閲
す

る
ミ
い
ふ
て
居
る
。

　
　

コ
　

　

・彗

。
ζ

・
イ
。
は
周
く
、
・
の
高
さ
は
憚

る
・
二
の
源
則
が
生
す
・
暴

に
覆

が
響

の
裟

諌

み
ほ
ざ
高
く
馨

の
・
婁
.

櫓
ぜ
し
め
孕

ミ

は
凡
.へ
て
の
未
來
の
再
生
産
力
に
封
し
て
も
餓
り
高
ぎ
も
の
こ
な
る
ε
い
ふ
・ぎ
で
あ
る
ε
。

うろ
他
方

、
人
民

に
於

て
智
徳

の
精

神
上

の
力

が

強
大
で
あ

る
な
ら

ば
、
重

い
視

で
も
樂

に
負
捲

し
、
且

つ
税

r
(

に

よ
り

て
失

ふ
た
も

の
を
補
充
す

る
こ

蓬
が
曲
乗

る

。
即

ち
人
民

の
團
禮

に
劃
す

る
愛

着
忠

誠

の
念
毎
強

い
ε
き
.

「

は
税
を
軽
く
も
減
じ
(魅
二
四
)、
且
同
時
に
其
智
能
も
が
柑
當
に
あ
る
な
ら
ば
、
覧
層
の
勤
勉

工
夫
節
約
等
を
行
ふ
て
.

夫

の
補
充
を
寫
し
得
る
・
.
}
ε
に
な
る
(註
二
五
)。
國
民
の
勤
勉
工
夫

に
よ
b
て
は
餓
程
生
産
費
を
減
少
さ
せ
叉
は
牧

,35}Roscber,a.a.0.S.187-8.

Pfeiffer,a.a.O.S.9-10.
34)Stein,a.a.0.S.540.

Nitti,Principesdesciencedes丘nances,P.409.
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、

噛

盆
を
増
加
す
る
こ
ご

を
得

る
が
、
尚
又
特
に
生
活
費

の
如
き
は
事
實
大
な
る
屈
体
力
を
も

つ
(註
二
六
ピか
ら
し
て
智

徳
の
カ
に
よ
り
て
は
可
な
重

き
負
措
に
婁

、
且
つ
財
産
元
本
の
優
勢

も
な
り
得
る
馨

優
に
神
事

る
・
.

ド
　

ラ

ε
を
得

る
。

そ
し

て
此
人
民

の
精

神
力

の
緊
張

ε

い
ふ

こ

ぜ
は
-
彼

等
自
ら

の
白

猿

に
待

つ
も

の
も

め
り
釜

二
七
)

(

2
教

育

に
よ
b

て
氣
永
く

か

、
っ
て
養
成

す

る
こ
ξ
を

為
得

や
う

し
、
3
或

は
彼
等

人
民
の
性

質

に
よ
駈
て
は
粗

く
　
　

ロ
　

　

く

税
其

も

の
が
之

が
刺
戟

ε
な

る
ξ

い
ふ

こ
ε
も
あ

り
(註
王
入
)、
4
或
は
更
ら

に

一
般
政

治
の
仕

方
が

之
を
刺
戟
す

(

コ

る
こ
ε
も
め

る
。
比
熱

は
恐
ら

く
政
府

ε
し

て
特

舵
重

税

の
際

に
は
最
尤

を
用

み
な
↑

て
は
な
ら

ぬ
で
あ
ら
う

。
仰
.

ρ

.

噂

ち
囈

語

・
て
且
つ
肇

鰭

的
な
る
親

饗

及
鰹

方
法
。
=
九
σ
節
魯

署

盆
且
つ
翠

な
・
饗
.

ラ

使
清
の
方
法
が
行
は
れ
〔註
三
Q
)¢

一
般
人
氏

に
参
政
権
が
與
え
ら
れ
て
一
人
民
か
政
府
セ
我
物
也
こ
の
考
共
起
政

府
の
股
飲

に
射
し
て
安
全
な
b
ご
の
考
の
行
は
る
、
ε
き
は
(註
三
=
夫
の
精
神
力
が
獲
揮
ぎ
る

、
こ
ざ
を
得
る
。

反
之
此
等

の
倭
件
の
映
(
る
場
合

に
は
、
夫

の
精
神
の
獲
撮
が
難
一
食
軽
い
税
で
も
荷
且

つ
苦
情
が
断
え
す
、

、人

肌

民
が
自
暴
皐

・
肇

、
夫
の
補
充
は
行
は
掌

、
痙
濟
上
の
窪

が
妨
ゼ

・
み

み
な
ら
す
、
審

巌

治

略

.、上
好

ま
し

か
ち
ざ

る
結

果
を
も
齎
ら
す
。

注
意
し
な
く

て
は
な
ら

鳳
。

r
.
.

a直

垂

噸

ツ
ェ
↓

墜

慰

。
行
。
れ
荘

厳
に
矮

小
税
彪

介
ミ
。
り
、
公
共
㊧

行
に
る
㌧
書

叢

叢

禦

輕
姦

る
ミ
・
ふ
て

副

.

(艶

;

ハル
　

　

し
て
　

ご
　

　

婁

　

　

　

月警

ふ
て
監

舳
.

(駐

二
六
)

フ
ォ
7

〃
も
之
に
關
囃
し
て
、最

必
要
な
る
生
活
需
要
ば
場
麗
的
に
確
定
し
た
大

さ
で
11
な
く
、時
間
的
に
確
定
t
た
大
さ
で
専
な

い
コ

殉

論
.
説
.

租
税
の
限
度
に
就
き
て
(
二
、完
)

、

粥
十

一
.巻

(第

二
號

三
王
)

.
一
八
五

.

L
隣
「
I
I
ーレ
.
.
.
.
.
.
h
.
.
.
.
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I
I
-
1
.
.
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聾
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「魂
-

』-
.
.
一

噌1
.
i
.
.

隔

「

.

」

、

.

論

」読

租
税

の
限
度

に
就

ぎ
て

〔二

八
完
)

.

.

、第
十

、一
巻

熱
第

二
號

三
六

)
.

」
,八
六

〇

混
故

に
生
活
最

小
遭

和
精
密
に
比
い
す
ム
;
ピ
ぜ

不
可
能

健
い
ふ
て
居
り
、・
7
ル
カ
ー
竃
、
諸

多

の
貧
寒

る
醇
働
者
瀞
例
之
其
十
馬
克
々
厭
酒
に
充

血

つ
…

屡

晃

づ
妥

貯
蓄
震

妥

洛

其
小
供
の
窃

の
攻
農

繁

・
費

・
餐

番

・
鼈
煮
な
自

的
・
放
下
ぜ
ん
か
の
.

酬

〔勤

有繋

醜

謹
縫

縮

誰
順都態

即讐

離

離
齢
す恥
.

蜘

註̂
二
八
・
撃

食

・
翻

努
力
痛

撃

ゐ
藩

遅

食

儘

質
に
幽

・
る
。
之
に
つ
童
ヲ

チ
信

、
、人
境

撃

舞

甦

。
、

　

讐

上
に
墓

ド
刺
戟
す
・、
・
・
が
、
1
1
實
に
蕎

に

・売

九
舎

。
ま
・
た
警

駐

の
下
ド
、
藁

が
。
。
に
窪

し
花

。
.

㎞

、
て
憂

な
ろ
企
業
・
儀

明
の
蕩

々
讐

.
レ

翠

税
が
・
、
裂

ξ
な
る
.、ε
は
出
餐

併
し
疑
。
な
く
其
襲

い
制
偶
。
下

露

㎞

.

.に
於

・
竺

め

る

ミ
b

そ
し
で

バ

ス
テ
ー

ブ

ル
は

、

ヒ

ユ
ー

ム
ー1
各

新

税
が

其

存
携

五
べ
き
主

髄

に
於

て

、
新

し

い
能

力

な
生
ず

る
。

而
し

て
公
共

、、
翫

御

員
播

の
各

の
増

加

が
其

ド
比

例

し

て
人
民

の
勤

勉

ち
粛
加

す

ご

瞭
ふ
ご
ヒ

に

州
政

限
界

内

に
保

た
ろ

、
ピ
き
国

琿
論

及
纒
験

に
於

て
或

基
礎

為

有

.

.

q

。2

戴

　鑑

　鱗
　　　}購

織

　}響

{　

併
し
勤
勉
な
ろ
國
民
で

隠
高
き
税
が
不
平
な
〔
に
携

11
る
」
。
何
こ
な
れ
ば
納
税
者

が
横
張
し
夫
ろ
勤
勉
に
よ
っ
て
暁
々
補
償
し
早
う
定
努
め

ろ
.

凡

18
8

'

ゆ

か
ゲ
・
渥

蚤
.

、

.

曹
.
.

、㌧
.
.
.

「匿
'

礁

紡

(註

二
九

　
、
A

一
般

ド
微

攻

の
方
法

に

つ
き
此

島

々
考
.
へ
た

う
に

ボ
ツ
、マ

ン
、

プ
ァ
イ

フ
ァ
置
で

、
永

フ

マ
ツ
ー1
租

税

ロ
英

図

庫

に
流

入
す

る
所

の

a
孤

島

μ

・
辱

耐
一

{

・藩

・
鷺

蓑

・
-
護

・譲

謁

　
§

・
・
三

・
了
鋸

叢

婁

轟

畿

㎏

鴛
雛
縄
豫

臨
鵬
難
場
棚胴輪
鉱
備磐

慰
聴
講

蛎鯉購

賛
瀦

.㎞灘
コ

　
ラ

ナ

し
亦
た
・
租
税
の
腿
疽

11
或
国
民
階
級
及
箇
人
の
間

F
於
げ
.る
租
税
負
櫓

の
歎
酷
ぬ
る
分
配
よ
り
生
じ
迄
ご
.い
ひ
、
匿
名
政
治
家
も
亦

.
多
く
の

略
37
38
39

、

'



「

層

酵
'

圃
に
て
租
税
の
庵
萢
の
下
に
重
く
苦
℃
ん
だ
。
特
に
此
撹
税
額

の
尉
め
で
な
く
て
、
む
し
.δ
不
不
等
な
澗
違

っ
た
分
配
の
爲
め

に
ε

い
ふ
て
居
る
。

C

ム
几

ハ
ル
ト
"
特
に
勤
勉
奨
動

な
高
唱
し
、
公
共
攻
入
の
咬
翼
の
矯
め
の
凡
べ
て

の
計
叢

り
中
に
て
、
勤
勉
奨
励
た
目
的

ご
す
る
も
の
よ
り
も

く

ヒ

エ

ー

、
ω

以
外
め
駕
の
で
、
爾
か
く
有
利
ゐ
結
果
な
約
で

る
」
の
に
な

い
ピ

い
ふ
所
で
あ
る
、

〔註
三
9
.

例
之
ず

†

の
如
紅

、
鴛

の
性
慕

、其
郵

ふ
爲
め
に
遷

ら
ぐ

蒋

・
祝
の
壌

・
の
上
に
非
嘗

懸

奢

つ
ε
ぴ

、

ホ
フ

マ
ン
も
租
税
に
依
ろ
貢
櫓
.

つ
い
て
の
.不
挙
が
主
ミ
し
て
、
租
税
牧
人

の
使
用
が
租
税
義
務
者
に
於
風
其
固
有

の
利
益

に
封
し
不
明
な
ろ
こ

ミ
に
佐

っ
て
理
由
欄
け
ら
れ
ろ
こ
ピ
が
藪

ド
注
意
す
べ
ぎ
や
あ

る
こ

匪
ひ
、
プ
ァ
」
フ
ァ
ー
11
、
租
税
に
關
す
る
苦
情

ほ
租
税
其

∴
の
ご
同
文
り

古

い
。
併
し
人
が
之
な
根
本
に
つ
い
て
見
る
ξ
き
に
、
此
が
殆
.ε
凡
べ
く
税
額
其

も
の
に
條
件

ぜ
ら
れ
嫁

い
で
、
多
く
は
人
民
が
国
費
の
使
用

が

彼
等

の
編
祉

に
最
長

く
泄
ふ
が
如
き
方
法

"
て
生
ぜ
ざ
ろ
こ
ご
な
認
む
ろ
こ
ミ
に
關

ず
る
。
一

各

人
が
斯
か

る
計
算

〔政
府
が
税

に
謝
し
て
相

糟
な

る
仕
事

み
寫
し
た
リ
ミ

い
ふ
}
た
寫
す
地
位

レ
置
か
れ
な

い
だ
け
で
に
双
に
圃
費
り
大
部
分
が
其
利
益

の
不
明
な
ろ
制

度
の
爲

め
に
使
用

ぜ
.

　
ラ

急

＼
こ
ε
寛

学

以
上
に
展

に
最
小
の
濃

な
も
常
雇

鋳

・
面

す
こ
ミ

な

ろ
"ひ

ふ
て
居

る
岨

.

(腱
竃

一
》

、4
ス
テ
ー
プ
ル
は
勤
勉
の
最
大

の
劇
戦
は
安
全
ε
い
ふ
・
ミ

で
あ
る
。
而
し
て
慈

恵
的
叉
は
墜
逼
的

の
税
よ
げ

の
保
護
11
、
政
府

に
野

.

す
鼻

護

の
竺

の
形
式
で
あ
を

い
ひ
、
パ
ー
〒

あ
、
僧
由

の
薦

め
の
故
に
、
頗
る
重

い
聾

』
難

ず

る
、
聴

の
出
傍

、
蒼

に
既
隠

ン
テ
ス
キ

ュ
ー
井
に
"
「

マ
ス
に
依

り
て
爲
さ
れ
た
注
意
で
め
る
ξ
い
ひ

〔冤

ン
テ
.ス
キ

昌
一
ぱ

一
団

に
於
丈
自
由
が
支
配
す
れ
ば
す
る
ほ
.ε
馬

具
租
税
費
櫓

が
益

々
高
く
な

る
こ
ε
が
出
來
る
。
其
故

ー-
自
由
が
活
動

ピ
勤
勉
ε
な
進
め
補
助
材
料

〔富
所
得
層々

滑
加
マ
る
の
ご
、
自
由

に
よ
り

て
人
民
の
政
府

に
封
ず

ろ
愛
が
増
加

す
る
ζ
同
度
匹
於
て
政
府

の
爲

め
の
要
求
の
危
険
が
減
退
す
ろ
の
ご
起
在
紅
ミ
い
ふ
)
、
ム
ル
.ハ
ル
ト
も
亦

、

画
家
形
式
も
が
此

に
無
重
要
で
11
な
い
。
国
民
が
立
法

に
關
興
す
る
國
で
は
、
専
制
君
主
圃

に
於
け

る
よ
り
も

}
属
高

い
税
が
徴

ゼ
ら
れ
得
ろ
。

ユ
ス
チ
は
租
税
が
寓
制
君
主
国
で
11
純
所
得
の
三
分
の

=

立
憲
若
生
國
で
は
四
分
の

て

共
和
国

で
は
六
分
の

一
ミ
な
司
得
ろ
こ
ピ
な
主
張

し

た
け
れ
ざ
も
、此

の
如
§
規
定
が
可
能
蹴
る
ピ
き
に
は
、確

か
に
恰
も
其

館
反
射
ミ
な
ら
な
げ
れ
ば
な
ら

塗

一

人
民
が
自
ら
課
税

す
ろ

や
政
府

粧
其
同
意
な
く
し
て
課
税
擢
為
行

ふ
や
に
に
常
に
大

な
ろ
墨
刑
が
め
る
。
前

者
で
は
彼
等
自
ら
指
定

す
ろ

一
.　笑

な
税
に
於
て
、
彼
等
が
其
目
的

論

説

租
税
の
限
度

に
就
き
て
(
二
、完

∀
.

、

鋪

十

一
巻

(第
二
.號
.

三
七
)
、

一
入
七

40)
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強

目一

誌

、

釦

.

論

説

租
税
の
限
度

に
就
き
て
(
二
、完
)

.第

十

一
巻

(第

二
號

三
八
》
、

「
八
八

に
適
ふ
こ
ピ
叉
ば
必
要
な
る
こ
ご
な
實
諒
す
る
の
故

に
、
愚
意
的
に
上
よ
ゆ
下
に
課
ゼ
ら

ろ
㌧
小
な
税
に
於

ろ
よ
り
も
現
在
秩
序
に

一
層
満
足
す

る
二
嘉

繋

る
5

妬
・
.

結

論

以
上
要
之
、
租
税
限
度

に
關
す
お
標
準
こ
し
で
は
、
敷
学
的

に
ぽ
國
際
比
較
の
結
果
た
る
、
國
民
所
得
に
封
ず

る
租
視
の
卒
均
質
捲
牽
を
用
ゐ
、
之
を
斟
酌
す
る
の
に
抽
象
的
標
準
こ
し
て
其
國
の
脛
濟
獲
達
を
阻
碍
せ
ざ
る
こ

℃
を
以
て
し
、
共
の
儒
め
に
は
特
に
租
税
に
よ
力
財
産
元
本
を
侵
蝕
せ
ざ
ち
ん
こ
ε
を
期
し
、
併
せ
て
各
般

の
政
.

治
施
設
に
よ
h
て
租
税
に
ま
る
損
減
を
補
充
し
て
街
醗
硲
を
生
じ
且
つ
人
民
を
し
て
出
乗

る
か
け
容
易
に
負
推
し

進

ん
で
、給
付
せ
し
む
る
や
う
に
導
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ

。
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